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宣言しま
す！ 

   さわや
か市政 宣言しま
す！ 

   さわや
か市政 

今月の主な内容

2007
(平成19年)

5
NO.639

広報

この冊子は１部当たり約24円で作成しています。

（ただし人件費など間接経費は含まれていません）

また、企業広告による掲載料は、広報伊万里発行

の印刷費の財源となっています。

今夏は、全国高校総体ホッケ

ー競技が伊万里市で開催される。

選手や応援団などたくさんのお

客様が伊万里を訪れます。我々

市民は、若き高校生の情熱と技

が伊万里の地で有終の美を飾れ

るよう、最大限のもてなしの心

で声援を送り歓迎しよう！

応援
メッセージ
NO.4

伊万里市観光協会
澁田 正則 会長



Ａ
５
版
　
７
９
６
頁

伊
万
里
市
域
の
学
校
教
育
と
社

会
教
育
の
歴
史
を
国
・
県
の
動
き

と
対
比
し
な
が
ら
説
明
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
巻
に
は
伊
万
里

を
中
心
に
活
躍
し
功
績
の
あ
っ
た

１
０
０
名
の
人
物
を
取
り
上
げ
紹

介
し
て
い
ま
す
。

Ａ
５
版
　
５
６
０
頁

伊
万
里
市
域
の
地
形
、
動
物
、

植
物
、
人
口
、
集
落
、
農
林
水
産

業
、
商
業
、
工
・
鉱
業
な
ど
を
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
伊
万
里
市
に
は
欠
か
せ

な
い
カ
ブ
ト
ガ
ニ
や
黒
曜
石
に
つ

い
て
も
解
説
し
て
い
ま
す
。

Ａ
４
版
　
４
２
９
頁

伊
万
里
市
内
の
歴
史
的
木
造
建

築
物
の
中
で
、
代
表
的
な
建
築
物

と
し
て
22
件
、
寺
院
16
件
、
民
家

38
件
を
収
録
し
、
本
文
の
ほ
か
写

真
や
図
面
も
数
多
く
取
り
入
れ

て
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い

ま
す
。

全
国
の
中
で
も
『
建
築
編
』
と

し
て
独
立
し
た
編
が
作
ら
れ
た
も

の
は
、
あ
ま
り
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。

■お買い求め先
◇市内書店、各町公民館、
市民図書館、歴史民俗資
料館

◇情報広報課市民サービス係
（市役所1階）

■価　格
◇各　巻 5,000円
（映像編のみ3,000円）

◇副読本『絵図・地図に
見る伊万里』 2,000円

■問合先
◇情報広報課市民サービス係
（ 1@32133）

22007.5

伊
万
里
市
史
完
成

伊
万
里
市
史
編
さ
ん
事
業
は
、
平
成
８
年
か

ら
市
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業
と
し
て
開
始
さ

れ
、
本
編
12
巻
、
副
読
本
１
冊
が
発
刊
さ
れ
、

３
月
を
も
っ
て
事
業
が
完
了
し
ま
し
た
。

Ａ５版　８７６頁

国内のみならず、海外でも名を知られる

『古伊万里』。本編では『国内流通編』『海外

流通編』に分けて詳しく説明しています。

特に海外流通については、これまでその全

体像を伝えるものはほとんどありませんでし

たが、本編は、その全貌を明らかにした画期

的な一冊といえます。

古伊万里のふるさと伊万里でしか実現でき

なかった流通の歴史について、日本のみなら

ず今回は世界各地まで発展させました。

Ａ
５
版
　
８
３
３
頁

陶
磁
器
の
中
で
も
最
高
の
技
術

の
粋
が
結
集
さ
れ
生
ま
れ
た
『
鍋

島
』
は
、
今
な
お
羨
望
の
的
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
鍋
島
と
も
う

一
つ
の
名
だ
た
る
陶
器
、
古
唐
津

に
つ
い
て
、
地
元
の
研
究
者
が
総

力
を
あ
げ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

特
に
鍋
島
は
、
佐
賀
藩
と
将
軍

家
と
の
関
係
修
復
や
そ
の
時
々
の

幕
府
の
意
向
に
大
き
く
左
右
さ
れ

て
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

陶
磁
器
編
古
唐
津
・
鍋
島

民
俗
・
生
活
・
宗
教
編

日
本
３
大
け
ん
か
祭
り
『
伊
万

里
ト
ン
テ
ン
ト
ン
祭
り
』
を
始
め
、

各
町
に
伝
わ
る
祭
り
や
風
習
・
伝

説
、
そ
し
て
神
社
や
寺
院
な
ど
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

本
編
で
は
、
聞
き
取
り
調
査
を

は
じ
め
膨
大
な
資
料
を
基
に
、
時

代
ご
と
の
生
活
の
様
子
、
地
域
に

伝
わ
る
祭
り
な
ど
、
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
て
い
ま
す
。

建
築
編

1
2

6

市市 史 を 見 て ・ 読 ん で
『伊万里の達人』になろう

陶磁器編 古伊万里

自
然
・
地
理
編

教
育
・
人
物
編

Ａ
５
判
　
９
５
４
頁

原
始
・
古
代
か
ら
古
伊
万
里
の
旅
を
経
て
現
代
ま
で

３
月
31
日
に
は
、
市
史
編
さ
ん
事
業
の
完
了

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
関
係
者
の
方
々
が
招

か
れ
て
市
長
か
ら
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
と
感
謝
状

が
わ
た
さ
れ
ま
し
た
。

345



Ａ
５
版
　
５
９
６
頁

市
勢
史
と
し
て
、
民
間
活
力
か

ら
見
た
移
り
変
わ
り
を
記
述
し
て

い
ま
す
。
農
業
の
移
り
変
わ
り
、

炭
鉱
閉
山
に
伴
う
人
口
の
減
少
、

い
か
に
し
て
企
業
が
伊
万
里
に
進

出
し
て
き
た
の
か
、
ま
た
、
交

通
・
通
信
の
発
達
、
市
民
生
活
の

変
化
も
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

Ａ
５
版

１
０
８
９
頁

3 2007.5

松本　輝彦
久我　俊郎
小嶋　一郎
高橋　篤美
黒髪　治彦
高田　文彦
原口　辰巳
森戸　吉昭
小嶋　貴之
古賀　義彦
池田　　淳
松尾　信二
酒見　良司
吉永徳太郎
森　醇一郎
盛　　峰雄
船井　向洋
盛　　泰子
宮島　敬一
宮島　敦子
宮武　正登
竹下　正博
前山　　博
長野　　暹
小宮　睦之
岩松　要輔
大園隆二郎
草津　泰英
宮崎　克則
祭城　一子
山田　　洋
中島　直幸
山崎　和文
生馬　寛信　
飯塚　一幸
藤井　鹿男
井手　和夫
大川内　稔
吉原　重利
江本　廣司
山口千代高
山崎　康則
蔦川　正義
織田　清弘
小松　時生
中尾　久司
金子　信二
松園　家昭
荒谷　義樹
井手　恭子
田中　正義
福田　克己
佐藤　正彦
泉　　建一
田中　秀彦
小林　鎭行
大橋　康二
東中川忠美
山下　朝久
中野　隆三
小島　宗光
安本　恭二
齊藤　定子
齊藤　信弘
安田　恭子
池田　達三
松永　典彦
宮地　　滋
武藤　　弘
多久島澄子
原田　博二
前田　利雄
峯　　直之
永尾　悦子
片岡　正司
松尾　瑞穂
加志田恵久
田尻　徳麿　
古川　恵右
坪内　安衛
梅増三代司
山本　　進
鶴田　三幸
藤松フミヱ

皆
さ
ん
の
ご
努
力
、
ご
協
力
の
お
か
げ
で
す
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

執筆委員長　前山　博さん

執筆委員長として、編さ

ん事業を振り返り、この11

年間は長いようで短くもあ

り、その間、入院生活もあ

って執筆を断念しようと思

った時期もありました。

完成された市史が伊万里

市の発展の素材と活かされ

るとともに、読書離れが進

む中、この市史を通じて若

い人にもっと地元の歴史に

興味を示してもらうことを

期待しています。

7

12

（
全
市
編
・
地
域
編
）

ビ
デ
オ
『
21
世
紀
の
幕
開
け
　

そ
の
時
　
伊
万
里
は
』

■
全
市
編
（
43
分
）

■
地
域
編
（
47
分
）

Ａ
５
版
　
８
２
１
頁

現
代
編
Ⅱ
と
と
も
に
、
戦
後
か

伊万里に関連ある重要な資料、大河内家文書、前田家文書、明治

行政資料など、市史編さん室で収集した史料を紹介しています。

また、絵図・地図では、佐賀藩絵図、国絵図、小田家絵図、地租

改正絵図などを紹介しています。特に近世に作成された佐賀藩絵図

は、現在の地図と縮尺を同じにすれば寸分も違わない精度で描かれ

ており、当時の測量技術の高さをうかがい知ることができます。

A４版カラー　１８９頁

貴重な絵図・地図を基に伊万里の特色を紹介するため、副読本を発刊し

ました。

古代から近世までの肥前国や伊万里地方の成り立ちと、特色あるテーマ

に絞って紹介しています。『古伊万里の旅』や『伊万里湾と鍋島水軍』『焼

物の中に見る絵図･地図』『村絵図に書かれた神社寺院など』『馬の頭水利

施設』など15のテーマを選び、絵図･地図をふんだんに活用し、わかりや

すく解説しています。

伊万里を知るうえで欠かせない、楽しく読みやすい歴史入門書といえます。

資料編 A４版カラー　７２７頁

副読本『絵図・地図に見る伊万里』

江
戸
時
代
に
お
け
る
現
在
の
伊

万
里
市
域
は
、
佐
賀
本
藩
、
小
城

支
藩
、
唐
津
藩
、
天
領
な
ど
様
々

な
支
配
構
造
が
入
り
混
じ
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
中
で
の
産
業
、
交

通
、
生
活
、
文
化
な
ど
地
域
固
有

の
発
展
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

明
治
期
以
降
で
は
、
廃
藩
置
県

に
よ
っ
て
伊
万
里
が
県
庁
所
在
地

に
な
り
、
伊
万
里
県
と
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
急
激
な
近
代

化
の
波
の
中
で
行
政
・
経
済
・
教

育
の
移
り
変
わ
り
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ら
の
歴
史
の
流
れ
を
記
述
し
て
い

ま
す
。
市
政
史
と
し
て
、
伊
万
里

市
発
足
ま
で
の
旧
町
村
の
動
き
や

市
発
足
後
の
歴
代
市
長
の
施
政
方

針
、
そ
れ
に
伴
う
施
策
の
展
開
お

よ
び
議
会
の
動
向
を
取
り
上
げ
て

い
ま
す
。

映
像
編

原
始
・
古
代
・
中
世
編

現
代
編
Ⅱ

近
世
・
近
代
編

現
代
編
Ⅰ

(財)鍋島報效会
佐賀県立図書館
長崎県立長崎図書館

執
筆
者
・
主
な
資
料
提
供
者
一
覧
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

伊万里市の発展に
活かしてほしい

Ａ
５
版

８
２
０
頁

全
国
的
に
も
有
名
な
黒
曜
石
が

産
出
し
て
い
た
旧
石
器
時
代
か
ら

縄
文
・
弥
生
・
古
墳
時
代
ま
で
を

遺
跡
か
ら
ひ
も
解
い
て
い
ま
す
。

中
世
編
で
は
、
伊
万
里
地
域
を

本
拠
と
し
た
伊
万
里
・
山
代
・
大

河
内
・
鶴
田
氏
な
ど
、
い
わ
ゆ
る

松
浦
党
の
歴
史
が
主
題
で
す
。
贄い

え

人に
ん

の
系
譜
を
引
く
彼
ら
松
浦
党
が

活
動
拠
点
と
す
る
宇う

野の

御み
く

厨り
や

成
立

時
の
平
安
後
期
か
ら
、
松
浦
党
が

解
体
し
て
い
く
戦
国
時
代
ま
で
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。

松浦郡伊万里郷今岳村、大川内村図部分図

89

10

11
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■
奨
励
金
の
申
請
時
期

▽
住
宅
を
取
得
し
転
入
し
た
年
の

翌
年
７
月
１
日
か
ら
10
月
31
日

ま
で

■
奨
励
金
の
申
請
書
類

①
住
民
票
謄
本
ま
た
は
世
帯
全
員

の
外
国
人
登
録
原
票
記
載
事
項

証
明
書

②
戸
籍
附
票
ま
た
は
外
国
人
登
録

原
票
記
載
事
項
証
明
書
の
提
出

者
に
あ
っ
て
は
、
記
載
事
項
に

転
入
前
３
年
間
の
登
録
地
を
記

載
し
た
証
明
書
（
転
入
以
前
３

年
以
上
本
市
以
外
に
居
住
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
も
の
）

③
申
請
す
る
年
度
の
過
去
３
年
度

分
の
税
な
ど
の
納
税
証
明
書
、

当
該
年
度
の
固
定
資
産
税
を
納

付
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

④
取
得
し
た
土
地
・
家
屋
の
登
記

事
項
証
明
書

⑤
住
宅
の
平
面
図

⑥
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る

書
類

■
条
例
の
適
用
期
間

▽
平
成
19
〜
23
年
度
の
５
年
間

※
た
だ
し
、
平
成
19
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
22
年
12
月
31
日
ま
で

の
間
に
住
宅
を
取
得
し
、
転
入

し
た
人
が
対
象
と
な
り
ま
す

■
問
合
先

企
画
政
策
課

（

1
@3
２
１
２
４
）

82007.5

■
奨
励
金
の
対
象
者

市
外
に
居
住
し
て
い
た
人
で
、

住
宅
を
取
得
し
、
本
市
に
転
入
・

定
住
す
る
人
で
、
以
下
の
い
ず
れ

の
条
件
も
満
た
す
人

①
本
市
に
、
住
宅
（
土
地
・
家
屋
）

を
取
得
し
転
入
し
た
人

②
転
入
前
に
３
年
以
上
、
本
市
を

離
れ
て
い
た
人

③
転
入
の
日
か
ら
５
年
以
上
継
続

し
て
、
本
市
に
居
住
さ
れ
る
意

志
が
あ
る
人

④
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

⑤
申
請
年
度
の
４
月
１
日
現
在
の

年
齢
が
65
歳
未
満
の
人

■
奨
励
金
の
対
象
住
宅

▽
居
住
用
に
使
用
す
る
家
屋
ま
た

は
マ
ン
シ
ョ
ン

※
た
だ
し
、
併
用
住
宅
は
居
住
用

に
使
用
す
る
部
分
に
限
り
ま
す

■
奨
励
金
の
対
象
区
域

▽
本
市
内
全
域

■
奨
励
金
の
額

①
固
定
資
産
税
課
税
額
の
３
年
分

※
固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
る
場

合
は
減
額
後
の
額

②
未
就
学
児

１
人
に
つ
き
10
万
円

③
義
務
教
育
就
学
者

１
人
に
つ
き
５
万
円

④
陶
芸
窯
設
置
者

陶
芸
窯
購
入
費
用
の
２
分
の
１

の
額
（
限
度
額
10
万
円
）

※
①
〜
④
の
合
計
額
を
奨
励
金
と

し
て
一
括
交
付
し
ま
す

※
②
・
③
の
区
分
の
基
準
日
は
、

申
請
年
度
の
４
月
１
日
現
在

■
奨
励
金
の
限
度
額

▽
一
つ
の
世
帯
に
つ
き
１
回
限
り

で
50
万
円
ま
で

伊
万
里
市
で
は
『
住
み
た
い
ま
ち
伊
万
里
・
行
き
た
い

ま
ち
伊
万
里
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
新
た
な
半
世
紀
に
向

け
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
ま
ち
づ
く
り
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
市
外
居
住
者
で

本
市
に
住
宅
を
取
得
し
、
転
入
さ
れ
る
場
合
、
奨
励
金
を

交
付
す
る
『
伊
万
里
市
マ
イ
タ
ウ
ン
定
住
促
進
条
例
』
を

４
月
１
日
に
制
定
し
、
市
外
か
ら
の
転
入
に
よ
る
定
住
を

促
進
し
ま
す
。

【施設の概要】
■開園期日 平成19年４月１日

■事業期間 平成17年度～18年度

■敷地面積 1271.77㎡　■延べ床面積 300.99㎡

■建設費　 9,458万4,000円

■問合先 伊万里市

こどもハートフルセンターひまわり園

（1@22861・ƒ@22862）

３
月
28
日
、『
伊
万
里
市
こ
ど

も
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー
ひ
ま

わ
り
園
』
が
立
花
町
に
完
成
し

ま
し
た
。

こ
の
ひ
ま
わ
り
園
で
は
、
心

身
（
言
葉
・
行
動
・
身
体
・
精

神
な
ど
）
の
発
達
に
支
援
が
必

要
な
就
学
前
の
こ
ど
も
た
ち
が
、

日
常
生
活
の
基
本
動
作
の
指
導

や
集
団
生
活
へ
の
適
応
訓
練
を
、

保
護
者
と
一
緒
に
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

施
設
は
、
木
の
温
も
り
の
あ

る
木
造
一
部
鉄
骨
平
屋
建
て
で
、

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
や
ブ
ラ
ン
コ
な

ど
の
感
覚
遊
具
を
置
い
た
『
日

常
生
活
訓
練
室
兼
社
会
適
応
訓

練
室
』
の
ほ
か
、
こ
ど
も
の
気

持
ち
を
落
ち
着
か
せ
る
た
め
の

『
カ
ー
ム
ダ
ウ
ン
エ
リ
ア
』
や

『
相
談
室
・
指
導
室
』
な
ど
を

備
え
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
４
月
１
日
の
開

園
を
前
に
落
成
式
が
行
わ
れ
、

式
典
で
は
、
ひ
ま
わ
り
園
父
母

の
会
の
猿
渡
三
保
子
会
長
か
ら

「
立
派
な
施
設
が
で
き
て
夢
の

よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
療
育
に

専
念
で
き
ま
す
」
と
お
礼
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
、
最
後
に
、
園

児
に
よ
る
竹
太
鼓
の
演
奏
で
落

成
を
祝
い
ま
し
た
。

５
年
間
の
期
間
限
定



予知が困難とされる地震と違い、台風や大雨はある程度まで時期や規模を予測することができます。
しかし、突発的な局地的豪雨のように予測が難しいものもあり、大きな被害をもたらすことがあります。
これらの被害を最小限にとどめるために、正確な気象情報の収集と、身近な環境変化に注意しましょう。
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テレビ・ラジオ・新聞
など気象情報に注意し、
常に最新の情報を知るよう
にする

危険な場所に近づかない。
雨で増水した小川や側溝、マ
ンホールは境界が見えにくく、
転落事故がおこりやすい

自分の住んでいる地域で、
災害が発生した場所などを調
べ、危険区域を日ごろから把
握しておくようにする

危険を感じたり、防災機関
から指示があったら、すみや
かに避難する

土砂災害の前ぶれに気づ
いたら、周りの人に知らせ
ていっしょに避難する

１時間に20㍉以上、降
り始めてから100㍉以上
になった時は被害の出る
恐れがあるので、家の周
りの安全を確かめる

■ポイント１

■ポイント２

■ポイント３

■ポイント４

■ポイント５

■ポイント６

大
雨
の
防
災
対
策
　

の
ポ
イ
ン
ト

６

東
山
代
町
に
あ
る
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
『
小
麦

の
家
』
は
、
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
製
造

販
売
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

作
業
所
で
働
く
障
害
者
の
自
立
と

収
入
源
の
確
保
の
た
め
、
今
年
２

月
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
全
国
で

初
め
て
と
な
る
、
特
定
信
書
便
事

業
の
許
可
を
取
得
し
ま
し
た
。

こ
の
特
定
信
書
便
事
業
は
、
平

成
15
年
４
月
か
ら
民
間
事
業
者
の

参
入
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
今

回
の
許
可
取
得
に
よ
っ
て
、
市
で

は
、
障
害
者
の
自
立
支
援
の
た
め

市
役
所
か
ら
の
公
文
書
な
ど
を
、

伊
万
里
５
地
区
の
区
長
や
出
張

所
、
公
民
館
な
ど
へ
配
達
す
る
文

書
逓
送
業
務
を
小
麦
の
家
へ
委
託

し
ま
し
た
。

４
月
２
日
、
市
役
所
玄
関
前
で

こ
の
事
業
の
出
発
式
が
行
わ
れ
、

塚
部
市
長
が
「
障
害
者
の
自
立
に

向
け
、
雇
用
拡
大
の
モ
デ
ル
に
な

る
よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

激
励
。
業
務
担
当
者
へ
、
第
１
便

と
な
る
後
納
郵
便
約
千
通
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
麦
の
家
が

取
得
し
た
特
定
信
書
便
の
役
務

◇
長
さ
、
幅
、
厚
さ
の
合
計
が
90

㌢
以
上
か
重
さ
４
㌔
以
上
の
信

書
の
配
達

◇
差
し
出
し
か
ら
３
時
間
以
内
に

配
達
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あ
る
体
育
行
事
で

会
場
へ
向
か
っ
て
い

た
時
の
こ
と
で
す
。
４
、
５
歳
ぐ

ら
い
の
男
の
子
が
「
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
元
気
な
声
で
に
こ

や
か
に
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。
見
ず
知
ら
ず
の
わ
た
し
に

ま
さ
か
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
る

と
は
思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、
わ
た
し
も
び
っ
く
り
し
て

「
お
は
よ
う
。
元
気
の
い
い
あ
い

さ
つ
が
で
き
て
感
心
だ
ね
」
と
声

を
か
け
ま
し
た
。

今
時
こ
の
よ
う
に
き
ち
ん
と
し

た
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
な
ん
て
、

11 2007.5

夏
崎
古
墳
は
、
東
山
代
町
の

日
尾
丘
陵
の
東
北
端
の
日ひ

尾お

崎ざ
き

に
あ
り
ま
す
。
５
世
紀
末
か
ら

６
世
紀
初
め
に
築
か
れ
ま
し
た
。

宝
暦
六
年
（
１
７
５
６
）
の

干
拓
工
事
で
盛
土
が
削
ら
れ
た

際
と
、
昭
和
46
年
（
１
９
７
１
）

の
発
掘
調
査
で
、
冑

か
ぶ
と

１
点
、
短た

ん

甲こ
う

１
点
、
鉄て

っ

剣け
ん

４
点
、
鉄て

っ

刀と
う

４

点
、
刀と

う

子す

１
点
、
鉄て

つ

鏃ぞ
く

36
点
、

鉄て
っ

斧ぷ

１
点
、
性
格
不
明
鉄て

っ

器き

７

点
、
砥と

石い
し

１
点
な
ど
が
出
土
し

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
遺
物
の
中
で
も
小こ

札ざ
ね

鋲
び
ょ
う

留ど
め

眉ま

庇
び
さ
し

付つ
き

冑か
ぶ
と

と
い
う
冑

と
鋲

び
ょ
う

留ど
め

短た
ん

甲こ
う

と
い
う
鎧

よ
ろ
い

は
類
例

が
少
な
く
、
軍
事
司
令
官
の
よ

う
な
相
当
に
有
力
な
人
物
の
持

ち
物
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

夏
崎
古
墳
が
築
か
れ
た
こ
ろ

は
、
大
和
政
権
が
鉄
資
源
を
獲

得
し
よ
う
と
、
さ
か
ん
に
朝
鮮

半
島
へ
兵
を
送
っ
て
お
り
、
北

部
九
州
と
朝
鮮
半
島
と
の
間
は

軍
事
的
な
緊
張
関
係
に
あ
り

ま
し
た
。

天
然
の
良
港
で
あ
っ
た
伊

万
里
地
方
は
出
兵
や
補
給
の

基
地
と
し
て
大
和
政
権
に
重

要
視
さ
れ
、
そ
こ
を
治
め
る

王
は
、
立
派
な
冑
や
短
甲
を

持
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
し

ょ
う
。

北
部
九
州
の
歴
史
や
佐
賀

県
の
古
墳
文
化
を
研
究
す
る

上
で
貴
重
な
遺
物
な
の
で
、

平
成
７
年
に
佐
賀
県
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

〜

〜

伊
万
里
市
の
文
化
財
@6

◆
問
合
先
　
生
涯
学
習
課

（
1
@3
３
１
８
６
）

小
こ

札
ざね

鋲
びょう

留
どめ

眉
ま

庇
びさし

付
つき

冑
かぶと

家
庭
で
す
ば
ら
し
い
し
つ
け
を
な

さ
れ
て
い
る
ん
だ
な
と
、
心
洗
わ

れ
る
思
い
で
し
た
。

全
国
で
相
次
い
だ
い
じ
め
に
よ

る
自
殺
事
件
な
ど
を
受
け
、
市
で

は
昨
年
12
月
、
思
い
や
り
の
心
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

『
い
じ
め
な
し
』
都
市
宣
言
を
し

ま
し
た
。

そ
の
第
一
番
目
に
『
あ
い
さ
つ

と
親
子
の
会
話
を
大
切
に
し
、
笑

顔
あ
ふ
れ
る
家
庭
を
め
ざ
し
ま

す
』
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
さ
き
ほ

ど
の
男
の
子
の
家
庭
で
は
、
こ
の

こ
と
が
立
派
に
実
践
さ
れ
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

『
挨
拶
』
の
『
挨
』
に
は
心
を

開
く
、『
拶
』
に
は
相
手
を
受
け

入
れ
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
と
の

こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
心
の

こ
も
っ
た
あ
い
さ
つ
を
で
き
る
こ

と
が
、
お
互
い
の
人
格
を
尊
重
し

た
り
、
い
じ
め
を
し
な
い
な
ど
の

『
人
権
の
基
本
』
を
培
う
こ
と
に

な
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

人
間
は
、
人
と
人
と
の
か
か
わ

り
の
中
で
し
か
生
き
て
い
け
ま
せ

ん
。
あ
い
さ
つ
は
そ
の
人
間
関
係

づ
く
り
の
根
幹
で
あ
り
、
ま
た
、

家
庭
で
の
だ
ん
ら
ん
、
家
族
そ
ろ

っ
て
の
食
事
や
笑
い
、
き
ち
ん
と

し
た
し
つ
け
な
ど
が
人
権
感
覚
を

は
ぐ
く
む
う
え
で
大
切
な
こ
と
と

考
え
ま
す
。

全
市
民
が
『
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
』

の
で
き
る
人
権
感
覚
あ
ふ
れ
る
ま

ち
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

第
５
集
目
と
な
る
『
伊
万
里
の
昔

ば
な
し
５
』
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
本
は
、
三さ

ん

〇わ

会か
い

（
昔
ば
な

し
を
語
り
伝
え
る
会
）
の
皆
さ
ん

が
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

心
が
豊
か
に
育
つ
土
壌
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
と
の
願
い
を
込
め
、
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
伊
万
里
の
昔
ば
な

し
を
、
広
く
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も

ら
お
う
と
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

最
終
と
な
る
こ
の
５
冊
目
は
、

南
波
多
町
、
波
多
津
町
、
黒
川
町

の
話
し
を
中
心
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

■
定
　
価

８
０
０
円

※
朗
読
テ
ー
プ
付
き
は
１
０
０
０
円

■
販
売
所
・
問
合
先

市
民
図
書
館
（
1
@3
４
６
４
６
）
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交声曲『ふるさとよ』音楽碑建立
伊万里を歌った交声曲伊万里『ふるさとよ』の音楽

碑が完成し、伊万里駅前公園で除幕式がありました。
式典では、伊万里出身の詩人片岡繁男さんと作曲家池
田松

しょう

洋
よ う

さんを讃えた音楽碑の前で、池田さん自らが指
揮をとり『ふるさとよ』を合唱して建立を祝いしました。

国の重要無形民族文化財に指定される『壬生狂言』
の特別公演が市民センターでありました。この公演は、
京都の壬生寺に明星桜の苗木が植樹されて15周年を記
念して開かれたもので、『大黒狩と羅生門』の２つの演
目が披露されました。また、波多津町出身の蒔

まき

絵
え

友
ゆ う

禅
ぜ ん

作家の澤井豊泉さんの里帰り作品展が開かれ、壬生狂
言の古衣装の特別展示や明星桜の屏風などが展示され、
明星桜保存のため小作品の特別販売も行われました。

大連と伊万里の交流のために

壬
み

生
ぶ

狂
きょう

言
げん

と澤
さわ

井
い

豊
ほう

泉
せん

さん里帰り作品展

中国大連市から公務研修生の常
じょう

達
た つ

光
こ う

さん(28歳)が赴
任ました。この日行われた辞令交付式で、常さんは
「大連と伊万里の交流のためにがんばります」と上手な
日本語で話してくれました。皆さん、サッカーとビリ
ヤードが大好きな常さんをよろしくお願いします。

３.31

４.１

一面の黄色いじゅうたんを満喫
菜の花が広がり『黄色いじゅうたん』となった、瀬

戸町瀬戸新田で菜の花まつりがありました。これは、
特色ある公民館創造事業として、牧島地区で初めて行
われたもので、来場者は約４㌶に咲き誇る菜の花畑で、
浮立や食事などを楽しみ一日を満喫しました。

３.18

３.23
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脇野の歴史と文化財を探訪！

フタバ伊万里が『全国第１号』認定

東山代町脇野の地域活性化グループ『脇野よか隊』
が主催する、史跡めぐりと明星桜花見ツアーが行われ
ました。市内外から参加した48人は、薄紅色した県天
然記念物の明星桜や白蛇山岩陰遺跡などを探訪し、昼
食では、棚田米の山菜ごはんなどを味わいました。

消防団活動に協力している事業所として大川町のフタ
バ伊万里が認められ、消防庁から消防団協力事業所表示
証の交付が行われました。これは、今年からスタートし
た『消防団協力事業所表示制度』の一環で、フタバ伊万
里は全国第１号となる表示証の交付を受けました。

市内小学校で入学式が行われ、新入学児童へ『黄色
いランドセルカバー』がプレゼントされました。これ
は、市が交通安全への願いを込めて行っているもので、
この日は、塚部市長が立花小学校を訪れ、新一年生代
表の池田拓

たく

真
ま

くんへランドセルカバーを贈りました。

交通安全への願いを込めて！

４.１

３.22

４.10

松
浦
鉄
道
の

新
型
車
輌
Ｍ
Ｒ

ー
６
０
０
系
が

運
行
開
始
と
な

り
、
Ｍ
Ｒ
伊
万

里
駅
で
出
発
式

が
あ
り
ま
し

た
。
式
典
で
は
、

松
浦
鉄
道
の
土

岐
社
長
が
「
今

後
も
多
く
の
皆

さ
ん
に
利
用
し

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
満
員
の
乗
客
を

乗
せ
た
車
輌
は
、
乗
客
代
表
の
黒く

ろ

川が
わ

紗さ

名な

さ

ん
（
山
代
東
小
３
年
）
の
合
図
で
、
佐
世
保

へ
向
け
出
発
し
ま
し
た
。

肥
前
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
ラ
イ
ナ
ー
と
名
付
け
ら
れ

た
新
型
車
輌
は
、
デ
ザ
イ
ン
や
カ
ラ
ー
リ
ン

グ
な
ど
が
一
新
。
車
い
す
な
ど
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
も
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
、
順
次
全
車

輌
が
新
型
車
両

に
更
新
さ
れ
て

い
き
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の

ご
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す

松
浦
鉄
道
新
型
車
輌

肥
前
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
ラ
イ
ナ
ー
運
行
開
始

『山の恵み』のお菓子ができました！
知的障害者通所作業所『小麦の家』で、黒米やお茶を
使ったお菓子の新製品完成の試食会がありました。今回
は、地元産の黒米とお茶など山の恵みを活用し、ケーキ
やクッキー、マフィンなど健康食のお菓子８品ができあ
がりました。皆さんも一度食べてみてくださいね。

３.18

３.28
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今
年
で
14
回
目
と
な
る
春
の
恒

例
行
事
『
ス
タ
ミ
ナ
焼
肉
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
』
が
３
月
18
日
、

国
見
台
運
動
公
園
か
ら
腰
岳
千
畳

敷
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
約
４
㌔
の
コ

ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

辻
本
侃か

ん

一い
ち

さ
ん
（
東
山
代
町
里
）

が
め
で
た
く
百
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
ら
れ
、
３
月
28
日
、
塚
部
市
長

か
ら
79
番
目
と
な
る
百
寿
記
念
メ

ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

若
い
こ
ろ
か
ら
薬
の
行
商
で
自

転
車
に
乗
り
、
足
腰
を
鍛
え
て
い

た
こ
と
が
、
長
生
き
の
秘
け
つ
と

話
す
侃
一
さ
ん
。
好
き
嫌
い
も
な

く
何
で
も
食
べ
、
特
に
お
肉
が
大

好
物
だ
そ
う
で
す
。

現
在
は
耳
が
少
し
遠
い
も
の

の
、
か
く
し
ゃ
く
と
し
て
お
元
気

そ
の
も
の
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

始
め
た
囲
碁
が
趣
味
で
、
毎
日
パ

ソ
コ
ン
に
向
か
い
、
５
時
間
ほ
ど

対
局
を
楽
し
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

市
長
が
百
寿
メ
ダ
ル
を
侃
一
さ

ん
の
首
に
か
け
て
「
こ
れ
か
ら
も

長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
声
を

か
け
る
と
、
侃
一
さ
ん
は
「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
手
を

合
わ
せ
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
自
然
の
中
で
の
体
験

を
通
し
て
、
郷
土
へ
の
愛
着
心
を

育
み
、
仲
間
づ
く
り
を
す
す
め
よ

う
と
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
親
子
連
れ
や
子
ど

も
グ
ル
ー
プ
な
ど
56
組
２
２
４
人

が
参
加
し
、
春
の
散
策
を
楽
し
み

な
が
ら
、
７
つ
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
を
ク
リ
ア
し
ゴ
ー
ル
を
め
ざ

し
ま
し
た
。

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
は
、
肉

や
野
菜
な
ど
焼
肉
の
材
料
を
獲
得

す
る
た
め
、
輪
投
げ
や
絶
叫
、
紙

飛
行
機
飛
ば
し
な
ど
の
ゲ
ー
ム
や

ク
イ
ズ
に
挑
戦
。
参
加
者
た
ち
は

悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
す
べ
て
の

材
料
を
手
に
入
れ
、
マ
イ
ペ
ー
ス

で
ゴ
ー
ル
し
、
千
畳
敷
で
お
い
し

い
焼
肉
を
味
わ
い
ま
し
た
。

腰腰
岳岳
のの
散散
策策
とと
おお
いい
しし
いい
焼焼
肉肉
をを
満満
喫喫



★
珠
夢
ち
ゃ
ん

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
買
っ
て
も
ら
っ
た
三
輪
車
に

乗
っ
て
遊
ぶ
の
が
大
好
き
！

★
夢
斗
く
ん

外
で
犬
と
遊
ぶ
の
が
大
好
き
。

最
近
、
お
ね
え
ち
ゃ
ん
の
お
も
ち

ゃ
が
気
に
な
っ
て
し
ょ
う
が
な
い

ぼ
く
で
す
。

中
なか

山
やま

梨
り

香
か

さん(22歳)
下
しも

平
ひら

珠
み

夢
ゆ

ちゃん

毎
日
み
ん
な
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
珠
夢
。
優
し
い
笑
顔
で
和
ま

せ
て
く
れ
る
夢
斗
。
二
人
と
も
い

つ
も
あ
り
が
と
う
。

★
お
仕
事
は

伊
万
里
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
勤

め
て
半
年
に
な
り
ま
す
。
カ
メ

ラ
ワ
ー
ク
が
大
変
で
す
が
、
い

ろ
ん
な
場
所
に
取
材
に
行
く
こ

と
や
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
る
こ
と

が
特
に
楽
し
い
で
す
ね
。

★
特
技
は

大
学
時
代
に
始
め
た
ダ
ン
ス

で
、
特
に
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
と
い

う
ト
ル
コ
の
ダ
ン
ス
が
好
き
で

よ
く
家
で
踊
っ
て
い
ま
す
。

★
趣
味
は

映
画
鑑
賞
や
英
会
話
の
ほ
か
に

絵
を
書
く
こ
と
や
カ
ク
テ
ル
を

作
る
の
が
好
き
で
す
。

★
や
っ
て
み
た
い
こ
と

留
学
の
時
の
友
人
に
会
い
に
、

ア
メ
リ
カ
に
行
き
た
い
で
す
ね
。

★大哲・敏子さんの長女・長男
★大川内町小石原

★大川町川西

★うお座・O型
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■
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

椋
の
花
を
図
案
化
し
、
中
心
に

伊
万
里
の
『
伊
』
を
入
れ
、
町
民

み
ん
な
で
伊
万
里
を
支
え
、
創
っ

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

※
伊
万
里
町
出
身
の
野
口
榮
一
さ

ん
デ
ザ
イ
ン

■
公
民
館
愛
称

連
帯
感
あ
ふ
れ
る
伊
万
里
公
民
館

■
町
　
木

し
だ
れ
椋

■
町
　
花

し
だ
れ
椋
の
花

地
域
づ
く
り
の
拠
点
で
あ
る
公
民
館
。

地
域
住
民
が
、
愛
着
と
親
し
み
を
も
っ
て

公
民
館
に
集
い
、
交
流
を
深
め
な
が
ら
相

互
の
連
帯
感
を
強
め
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
各
町
に
お
い
て
、
さ
ら
な
る
地

域
の
発
展
と
ま
ち
づ
く
り
の
活
性
化
の
た

め
に
、
町
の
理
想
像
な
ど
を
掲
げ
た
『
町

民
憲
章
』
な
ど
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

夢
ゆめ

斗
と

くん

( )２歳
11か月

( )１歳
５か月
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５日（土）
●黒川町子ども相撲大会
８時半開会　黒川小学校

12日（土）
●南波多町グラウンドゴルフ大会
18時半開会　南波多小学校

13日（日）
●伊万里町民運動会
８時45分開会　伊万里小学校
●波多津町民体育大会
８時半開会　波多津運動広場

●二里町民体育大会
９時半開会　二里小学校
●山代町民グラウンドゴルフ大会
８時半開会　浦之崎運動広場

20日（日）
●大川内町民
300歳ソフトボール大会
８時開会　大川内小学校

●大坪地区グラウンドゴルフ大会
８時半開会　大坪小学校
●松浦町民ミニバレーボール大会
８時半開会　東陵中学校

23日（水）
●伊万里町民ゴルフ大会
11時開会　武雄・嬉野CC
27日（日）
●立花地区町民運動会
８時半開会　立花小学校
６月３日（日）
●伊万里町民球技大会
８時40分開会　伊万里小学校

ほか

５月の市民スポーツ

５月の町民スポーツ

３、４、５、６日
●市長旗争奪伊万里地区

高等学校野球春季大会
10時開会　国見台野球場

13日（日）、20日（日）
●市スポーツ少年団野球交流大会
８時開会　伊万里湾大橋球技場

ほか
27日（日）
●佐賀県さわやか
スポーツ・レクリエ－ション祭

伊万里市、西松浦郡

３
月
21
日
、

第
14
回
伊
万
里

さ
わ
や
か
ス
ポ

ー
ツ
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
祭
が
、

国
見
台
運
動
公

園
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
日
は
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
イ
ン

デ
ィ
ア
カ
、
ぺ

タ
ン
ク
の
３
種

目
と
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
が
行

わ
れ
、
小
学
生
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
32
チ
ー
ム
１
６
１
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

参
加
者
は
各
競
技
を
楽
し
み
な

が
ら
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
光
ら
せ

て
い
ま
し
た
。

な
お
、
各
競
技
の
上
位
の
成
績

は
次
の
と
お
り
で
す
。

【ソフトバレーボール】
【小学生の部】
Ａパート
①ＳＶＣ（脇田町）
②メビウス立花（立花町）
Ｂパート
①レッドサーモンズ（脇田町）
②パーパイヤ立花（立花町）
【一般の部】
Ａパート
①月人宙組（立花町）
②ＬＯＶＥＲＳ Ａ（二里町）
Ｂパート
①月人月組（立花町）
②ＬＯＶＥＲＳ B（二里町）

【インディアカ】
【中学生の部】
①フーミンズ（伊万里町）
【一般の部】
Ａパート
①東山代Ａ
②東山代Ｂ
Ｂパート
①サウスウェーブ（南波多町）
②黒　川（黒川町）

【ペタンク】
【一般の部】
①チーム・ハケン
②小石原Ｂ（大川内町）
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４
月
７
日
、『
歩
き
た
く
な
る

街
・
伊
万
里
ウ
オ
ー
ク
２
０
０

７
』
が
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
伊
万
里

を
発
着
点
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

自
然
や
歴
史
に
触
れ
な
が
ら
、

気
軽
に
健
康
づ
く
り
を
し
よ
う
と

行
わ
れ
た
ウ
オ
ー
ク
は
、
昨
年
に

続
き
２
回
目
。
こ
の
日
は
、
さ
わ

や
か
な
晴
天
の
も
と
満
開
の
桜
を

眺
め
な
が
ら
、
県
内
外
の
４
歳
か

ら
79
歳
ま
で
の
３
５
７
人
が
参
加

し
、
大
川
内
山
を
巡
る
秘
窯
の

里
・
鍋
島
コ
ー
ス
（
約
15
㌔
）
と

市
街
地
を
巡
る
古
伊
万
里
コ
ー
ス

（
約
７
㌔
）
に
分
か
れ
マ
イ
ペ
ー

ス
で
歩
き
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し

ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
後
、
完
歩
者
に
は
木
製

の
完
歩
証
が
贈
ら
れ
、
ま
た
、
伊

万
里
焼
な
ど
地
元
特
産
品
が
当
た

る
抽
選
会
や
、
地
域
婦
人
連
絡
協

議
会
の
皆
さ
ん
手
作
り
の
だ
ご
汁

が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者
は
伊
万

里
の
一
日
を
満
喫
し
ま
し
た
。

ゴール後はお腹も減って、おいしい
だご汁をいただきました

伊萬里神社の桜が咲きほこるなか
市街地を巡りました

■
掲
載
場
所
　
　
国
見
台
野
球
場
外
野
・
内
野
　

の
ラ
バ
ー
フ
ェ
ン
ス

■
募
集
区
画
　
　
外
野
14
区
画
・
内
野
10
区
画

ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
２
区
画

■
広
告
規
格
　
　
縦
１
・
１
㍍
×
横
９
・
74
㍍

■
掲
示
方
法
　
　
フ
ィ
ル
ム
粘
着

■
広
告
料
金
　
　
年
額
７
万
２
千
円

※
広
告
制
作
料
金
は
広
告
主
負
担
に
な
り
ま
す

■
申
込
期
限
　
　
５
月
31
日(

木)

※
広
告
枠
に
空
き
が
あ
る
場
合
は
、
随
時
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す

■
申
込
方
法
　
　
体
育
保
健
課
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
広
告
原
稿
と
納
税
証
明
書
を
添
付
の
う
　

え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す

■
注
意
事
項

●

掲
示
場
所
は
外
野
か
ら
順
に
行
い
ま
す
。
希
望
者
が
複
数
の
場
合

は
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

●

受
付
後
、
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
審
査
を
行
い
ま
す
。
法
令
に
違
反

す
る
も
の
、
政
治
性
、
宗
教
性
の
あ
る
も
の
、
誇
大
、
虚
偽
の
お

そ
れ
の
あ
る
も
の
な
ど
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

●

ご
不
明
な
点
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

体
育
保
健
課
（

1
@3
３
１
８
７
）

国国
見見
台台
野野
球球
場場
へへ
のの

有有
料料
広広
告告
をを
募募
集集
しし
まま
すす

市
で
は
、
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
、

市
有
財
産
の
有
効
活
用
の
た
め
各
種
広

告
の
導
入
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
今
回
、

そ
の
一
つ
と
し
て
国
見
台
野
球
場
内
へ

の
有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す
。



計
画
地
区
ご
と
に
申
請
書
と
現

況
写
真
を
添
付
し
、
区
長
名
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い

●

提
出
期
限

５
月
31
日
（
木
）

※
昨
年
申
請
し
、
未
認
可
と
な
っ

た
地
区
に
つ
い
て
は
再
度
申
請

が
必
要
で
す
。
期
限
を
厳
守
し

て
く
だ
さ
い

●

申
請
・
問
合
先
　
農
山
漁
村
整

備
課
（

1
@3
２
５
９
１
）

い
わ
ゆ
る
恩
給
欠
格
者
、
戦
後

強
制
拘
留
者
、
引
揚
者
の
『
ご
本

人
』
に
、
あ
ら
た
め
て
内
閣
総
理

大
臣
名
の
『
特
別
慰
労
品
』
が
贈

呈
さ
れ
て
い
ま
す
。

●

問
合
先
　
福
祉
課
社
会
福
祉
係

（

1
@3
２
１
５
６
）
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●

日
　
時
　
５
月
19
日
（
土
）

午
後
１
時
半
開
演

●

会
　
場
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

入
場
料
　
無
　
料

●

主
　
催
　
コ
ー
ル
い
ま
り

●

賛
助
出
演
　

▽
田
中
智
子
さ
ん
（
独
唱
）

▽
隅
谷
誠
一
さ
ん

（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
独
奏
）

●

問
合
先
　
中
尾
妙
子

（
1
@2
５
６
１
５
）

●

日
　
時
　
５
月
20
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
半

●

会
　
場
　
佐
賀
市
文
化
会
館

●

入
場
料
　
無
　
料

●

内
　
容
　

全
体
会
、
記
念
講
演
、
分
科
会

●

問
合
先
　
佐
賀
県
腎
臓
病
患
者

連
絡
協
議
会
事
務
局

（
1
０
９
５
２
@2
９
６
５
６
）

●

対
象
者

①
伊
万
里
市
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
で
あ
る
こ
と

②
申
請
時
に
40
歳
以
上
69
歳
以
下

の
人
（
老
人
医
療
受
給
者
お
よ

び
入
院
療
養
中
の
人
を
除
く
）

③
伊
万
里
市
国
民
健
康
保
険
税
の

滞
納
が
な
い
人

④
今
年
度
内
に
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド

ッ
ク
の
受
診
を
し
て
い
な
い
人

《
人
間
ド
ッ
ク
》

▽
自
己
負
担
金
　
８
９
１
０
円

▽
指
定
医
療
機
関

市
民
病
院
ほ
か
市
内
７
病
院

▽
検
査
項
目
数

血
液
等
検
査
、
心
電
図
な
ど
15

項
目

《
脳
ド
ッ
ク
》

▽
自
己
負
担
金
　
１
万
４
６
０
円

▽
指
定
医
療
機
関

山
元
記
念
病
院
、
有
田
共
立
病
院

▽
検
査
項
目
数

頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
血
液
検
査
な
ど

９
項
目

※
ど
ち
ら
も
人
数
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
申
し
込
み
は
お
早
め
に

●

問
合
先

長
寿
社
会
課

（

1
@3
２
１
５
３
）

農
業
基
盤
の
整
備
を
図
る
た

め
、
小
規
模
な
土
地
改
良
事
業
を

共
同
で
施
工
す
る
場
合
に
は
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

●

対
象
事
業

事
業
の
受
益
農
地
が
１
㌶
以
上

で
、
受
益
戸
数
が
５
戸
以
上
あ

る
農
道
、
水
路
、
た
め
池
な
ど

の
新
設
、
舗
装
、
改
良
、
し
ゅ

ん
せ
つ
事
業

●

補
助
率

事
業
費
の
50
㌫
以
内

●

補
助
金
額
の
上
限

50
万
円

●

申
請
方
法

小
規
模
土
地
改
良
事
業

の

申

請

受

付

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

受
診
に
助
成
し
ま
す

くらしのお
知
ら
せ

み
ん
な
で
歌
い
ま
し
ょ
う

童
謡
・
唱
歌
を
歌
う
会

２
０
０
７
年
度
全
腎
協

全
国
大
会
in
佐
賀
開
催

特
別
慰
労
品
の
贈
呈

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）
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くらしの

ぼ
し
ゅ
う

●

期
　
間

７
月
〜
２
月
（
全
８
講
座
）

●

会
　
場

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ほ
か

●

内
　
容

①
山
ン
寺
と
伊
万
里

②
韓
国
と
日
本
の
文
化
の
比
較

③
確
か
な
遺
言
と
遺
産
相
続

④
上
手
に
老
い
る
た
め
に

⑤
歴
史
探
訪
（
平
戸
）

⑥
折
り
紙
（
実
習
）

⑦
古
伊
万
里
と
鍋
島

⑧
温
故
知
新
〜
吉
野
ヶ
里
と
今

※
都
合
に
よ
り
講
座
内
容
を
変
更

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

●

対
　
象

市
内
在
住
の
成
人

●

定
　
員

70
人
程
度

●

受
講
料

無
料
（
⑤
の
み
実
費
）

●

申
込
期
限

６
月
20
日
（
水
）

●

申
込
・
問
合
先

生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
（

1
@2
１
２
６
２
）

伊
万
里
の
夏
・
ど
っ
ち
ゃ
ん
祭

り
実
行
委
員
会
は
、
よ
り
多
く
の

市
民
参
加
を
得
て
祭
り
を
盛
り
上

げ
て
い
く
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
あ
な

た
も
ぜ
ひ
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

●

活
動
内
容

企
画
か
ら
運
営
ま
で
、
祭
り
の

全
般
に
わ
た
っ
て
携
わ
り
ま
す

●

参
加
資
格

原
則
と
し
て
18
歳
以
上
の
人

※
高
校
生
は
除
き
ま
す

●

申
込
方
法

電
話
で
実
行
委
員
会
事
務
局
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●

申
込
・
問
合
先

伊
万
里
の
夏
・
ど
っ
ち
ゃ
ん
祭

り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
商
工

観
光
課
内
　
1
@3
２
１
１
０
）

今
年
は
、
昭
和
42
年
の
大
水
害

か
ら
40
年
目
と
な
り
ま
す
。
市
で

は
、
地
域
や
家
庭
な
ど
に
お
い
て

一
人
ひ
と
り
の
『
防
災
』
意
識
の

向
上
と
、
市
と
市
民
全
体
で
防
災

対
策
を
行
っ
て
い
く
た
め
、
防
災

の
重
要
性
を
わ
か
り
や
す
く
言
い

表
し
た
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

●

応
募
資
格
　
市
内
在
住
の
小
学

４
年
生
以
上
の
人

ど
っ
ち
ゃ
ん
祭
り

ス

タ

ッ

フ

募

集

さ

わ

や

か

講

座

受

講

生

募

集

防
災
の
『
標
語
』
を

募

集

し

ま

す

●

募
集
テ
ー
マ
　
自
然
災
害
に
対

す
る
防
災
に
関
す
る
こ
と

※
未
発
表
の
自
作
の
も
の
に
限
り

ま
す

●

募
集
期
限
　
５
月
31
日
（
木
）

●

応
募
方
法
　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
（
学
校
・

学
年
）、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

応
募
用
紙
（
総
務
課
、
各
町
公

民
館
に
あ
り
ま
す
）
ま
た
は
官

製
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー

ル
に
よ
り
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●

申
込
先
　
総
務
課
行
政
係
ま
た

は
各
町
公
民
館

●

問
合
先
　
　
総
務
課
行
政
係

（
5
@2
７
２
１
３
1
@3
２
１
２
３
）

▽
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

so
u
m
u
@
city.im

ari.lg.jp
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大
川
内
町

川
原
　
フ
ジ
エ
さ
ん

◆期　間 ５月11日(金)～20日(日)
◆スローガン
『守ろう交通ルール

高めよう交通マナー』
◆運動の重点
１飲酒運転の根絶
２自転車の安全利用の推進
３後部座席を含むシートベルトとチャ
イルドシートの正しい着用の徹底

◆市内の交通事故発生状況
（４月11日現在：前年同期比）
人身事故　118件 (－ 2）
死　者 3人 (＋ 3）
傷　者　166人 (＋ 4）

物損事故　271件

春の全国交通安全運動

子どもたち、いつも元気よくあい
さつしてくれてありがとう。ドライ
バーの皆さん、子どもたちが通るとこ
ろでは法定速度を守り『思いやり運動』
を心がけてください。
また、朝は急いでいる人が多く、

横断歩道で止まっていただけないこ
ともあります。あと『５分』早く出
発してみてください。心にゆとりが
できると思います。『横断歩道は人が
主役』ということを忘れないで！！

▽
県
職
員
（
大
卒
程
度
）

●

受
験
資
格

22
歳
以
上
30
歳
未
満
（
平
成
20

年
４
月
１
日
現
在
）
の
人

●

受
付
期
間

５
月
８
日
（
火
）
〜
28
日
（
月
）

●

１
次
試
験
日

６
月
24
日
（
日
）

▽
警
察
官
Ａ
（
男
性
・
女
性
）

●

受
験
資
格

30
歳
未
満
（
平
成
20
年
４
月
１

日
現
在
）
の
人
で
、
大
学
を
卒

業
ま
た
は
平
成
20
年
３
月
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
人

●

受
付
期
間

５
月
11
日
（
金
）

〜
６
月
１
日
（
金
）

●

１
次
試
験
日

７
月
８
日
（
日
）

●

申
込
・
問
合
先

佐
賀
県
人
事
委
員
会
事
務
局

（
1
０
９
５
２
@5
７
２
９
５
）

●

日
　
時
　
５
月
27
日
（
日
）

午
後
１
時

●

会
　
場
　

伊
万
里
・
有
田
焼
伝
統
産
業
会
館

●

応
募
資
格
　

18
歳
〜
59
歳
ま
で
の
初
心
者

●

定
　
員
　
20
人
（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い

●

問
合
先

0
１
０
８
‐
０
０
７
３

東
京
都
港
区
三
田
３
‐
４
‐
11

（社）
日
本
伝
統
俳
句
協
会

（
1
０
３
‐
３
４
５
４
‐
５
１
９
１
）

県
職
員
・
警
察
官

採

用

試

験

し
け
ん

俳
句
無
料
体
験
教
室
の

お

知

ら

せ
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企業広告のお申し込みは、代理店の株式会社三光までお願いします（1@3５８０８）



人のうごき
平成19年４月１日現在
●人口　58,670人　（－ 171）

男　27,978人　（－ 81）
女　30,692人　（－ 90）

●世帯　21,258世帯（＋ 14）
（ ）は前月比

編

集

室

か

ら
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『
１
０
０
万
ド
ル
の
笑
顔
』
で
慕
わ
れ
た
先

輩
Ｓ
氏
の
後
任
と
し
て
、
４
月
か
ら
編
集
室
勤

務
と
な
り
ま
し
た
。
写
真
の
撮
り
方
、
記
事
の

書
き
方
、
編
集
技
術
な
ど
覚
え
る
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
い
い
広
報
を
作
る
た
め
の

第
一
歩
、
ま
ず
は
『
笑
顔
で
取
材
』
か
ら
ス
タ

ー
ト
で
す
（
哲
）

趣味で陶芸を始めて５年目。こ
のアマチュア陶芸展には３回目の
出展になります。この作品は、ロ
ーマ美術館で観た、小さなタイル
状のモザイク壁画をつぼに表現し
ました。この受賞を励みにこれか
らも頑張っていきたいです。

『
国
際
ア
マ
チ
ュ
ア
陶
芸
展
伊
万
里

２
０
０
７
』
が
、
大
川
内
山
に
あ
る
伊

万
里
・
有
田
焼
伝
統
産
業
会
館
で
４
月

１
日
か
ら
８
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
陶
芸
展
は
、
大
川
内
山
で
の
春

の
窯
元
市
に
併
せ
て
開
い
て
い
る
も
の

で
、
今
年
で
24
回
目
に
な
り
ま
す
。

今
回
は
、
全
国
か
ら
一
般
の
部
に
１

２
１
点
、
子
ど
も
の
部
に
２
３
７
点
の

合
計
３
５
８
点
の
出
展
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
陶
芸
展
の
上
位
と
市
内
の
入

賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◆
一
般
の
部

▽
鍋
島
大
賞
　
寺
岡
哲
夫
（
広
島
県
）

▽
優
秀
賞
　
　
池
田
恭
華
（
有
田
町
）

藤
原
悦
代
（
東
京
都
）

▽
特
別
賞
　
　
中
西
信
行
（
埼
玉
県
）

江
口
孝
子
（
武
雄
市
）

池
田
寿
甫
（
有
田
町
）

▽
奨
励
賞
　
　
小
島
貴
詞
（
黒
川
町
）

◆
子
ど
も
の
部

▽
優
秀
賞
　
　
岩
政
恭
兵
（
木
須
町
）

▽
特
別
賞
　
　
前
川
恭
平
（
大
川
内
町
）

青
木
彩
音
（
有
田
町
）

木
寺
航
大
（
有
田
町
）

▽
佳
作
　
　
　
青
木
　
光
（
大
川
内
町
）

▽
努
力
賞
　
　
堀
川
真
子
（
波
多
津
町
）

５年生の授業で焼き物について
勉強しました。カレー皿をおもし
ろく作りたいと考え、焼き上がり
に失敗しないよう先生から教わっ
た『ひねりだし』に注意し制作し
ました。素晴らしい賞を受賞し、
１年間勉強してきてよかったです。

国際アマチュア陶芸展伊万里2007

◆鍋島大賞の審査評
磁器の手びねりで造型され、表面をモザイク状に区画し、蜂蜜を吸うハチドリが刻印

されている。モザイクの濃淡を呉須で塗り、変化をつくっている。アマチュアらしいほ
のぼのとした作品となっている。

鍋島大賞(一般の部）

優秀賞(子どもの部）

伊万里養護学校では、４月から県立うれしの

特別支援学校に転校する生徒とのお別れの記念に、

在校生デザインの陶板が校門に飾られました。

【作品名】
モザイク・ハチドリ

【作品名】
いっぱい入る！
巨大亀カレー皿




